
フェイク死体袋：これを見て誰が CIA のニュースを信ずる

だろう？ 

 

SOTN 

March 2, 2022 

 

このビデオを見た後で、誰が CIA の「モッキングバード」メディアを、再び信ずるだろう

か？ 

 

あるポーランドの、メディア・プロダクションの、このフェイクスクリーンショットは、

「死んだウクライナ人」が、彼の死体袋から、這い出そうとしている瞬間を捉えている。 

 

http://stateofthenation.co/?p=108344 

 

 

プーチン主張：アメリカはウクライナに、コロナウィルス

生物兵器のネットワークをもっている 

https://www.infowars.com/posts/putin-claims-us-has-network-of-coronavirus-bio-

warfare-labs-in-ukraine/ 

 

Paul Joseph Watson 

March 17, 2022 

 

 ⇒「彼らは今、これら秘密のプログラムの痕跡を、一掃しようとしている。」 

 

ロシア大統領ウラジミール・プーチンは、アメリカはウクライナに、秘密の生物兵器研究

所のネットワークをもっており、病原体やコロナウィルスを兵器化するために、これを使

っているとセンセーショナルに主張した。 

 

プーチンはこのコメントを、記者ブリーフィングで行った。 

 

http://stateofthenation.co/?p=108344
https://www.infowars.com/posts/putin-claims-us-has-network-of-coronavirus-bio-warfare-labs-in-ukraine/
https://www.infowars.com/posts/putin-claims-us-has-network-of-coronavirus-bio-warfare-labs-in-ukraine/


「彼らは今、これらの秘密プログラムの痕跡を一掃しようとしている。しかしウクライナ

内部の、ロシアのごく近くで、生物兵器の構成要素が、効果的に作られていたと信ずべき、

あらゆる理由を、我々は持っている」とプーチンは言った。 

 

「数十の研究所のネットワークが、ウクライナで、ペンタゴンの指令と財政援助を受けて、

活動していた。軍事的な生物計画がそこで実行されており、コロナウィルスのサンプルや、

炭疽菌、コレラ、アフリカ豚熱、その他の恐ろしい病気が、そこに含まれている」と彼は

つけ加えた。 

 

ロシア防衛省もまた、ウクライナの研究所職員から文書を受け取っており、これは、アメ

リカと NATO が、ウクライナの地で運営している、生物兵器プログラムが存在している

ことを証明している。 

 

「私が強調したいことは、記録文書によると、これらの（コウモリが人間に病気を移すや

り方の）研究は長年にわたって、組織立った方法で、アメリカからの専門家の直接の監視

の下に、ハリコフで実行されていたということだ」と、Igor Konashenkov は言った。 

 

彼は加えて、更なる文書記録が公開されて、人間のバイオ資料が、英国やヨーロッパにあ

る研究所から、そこへ大量に移されていたことがわかるだろうと言った。 

 

アメリカの主流メディアは、それについて話す者は、ロシアのスパイだと糾弾することに

よって、生物研究所についてのどんな会話も、禁止しようとしてきた。 

 

Tucker Carlson も Tulsi Gabbardも、こうした研究所が、安全を確保されているのかとい

う懸念を表明しただけで、「国家反逆罪」だと烙印を押された。 

 

しかし同じような懸念は、米国務次官の Victoria Nulandによっても表明された。 

            （既報、省略） 

 

今週早々、我々が取り上げたように、中国もまた声を大きくして、生物研究所は、恐ろし

い病原体を拡散させる方法を研究するのに使われている、と張軍・中国国連大使は、更な

る透明性を要求した。https://summit.news/2022/03/14/china-amplifies-russian-claims-

about-secretive-us-bio-weapons-research-in-ukraine/ 

 

北京政府によれば、アメリカのウクライナにおける生物軍事活動は、「氷山の一角をあらわ

に過ぎない」。 

 

https://summit.news/2022/03/14/china-amplifies-russian-claims-about-secretive-us-bio-weapons-research-in-ukraine/
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生物兵器の専門家が、ウクライナの研究所と米政府による

中国経営の研究所を暴く 

https://www.infowars.com/posts/exclusive-biological-weapons-expert-exposes-labs-in-

ukraine-and-china-run-by-u-s-government/ 

 

The Alex Jones Show 

March 25, 2022 

 

  (訳者)  Dr. Francis Boyleの談話は、テキストがないので翻訳できないが、アメリカ政

府全体が、CIA、ペンタゴン、国務省はもちろん、CＤC や FDA や、（特に注意せよ）フ

ァウチやワレンスキーも含めて、全く人間を無視した、ナチスの体質をもっていること

を指摘している。要するに、ワクチンを含めてすべてが生物兵器だということである。

先日これを、「アメリカのファシズム小史」で説明した。 

 

 

プーチンが、西側の支配エリートはグローバルな経済的問

題をもたないと非難 

https://www.infowars.com/posts/putin-blames-western-ruling-elite-for-global-economic-

problems/ 

 

Paul Joseph Watson 

March 18, 2022 

 

 ⇒ロシア大統領が、エマニュエル・ゴールドスタイン（小説『1984』に登場する人物）

のような、憎まれる人物に変化する。 

 

ウラジミール・プーチンが演説を行い、「西側の支配エリート」は経済的困難をつくり

出し、ヨーロッパやアメリカの人々に打撃を与えていると非難した。 

 

ロシア・テレビジョンで生放送をした、このクレムリンの代表者は、また、ロシアの少数

支配者が「国家的反逆者」の「第 5列（国内スパイ）」として、イスラエルへ逃亡したこと

を弾劾し、彼らは自分自身を「優越人種」と考え、「フォアグラや牡蛎や、彼らの言うジェ

ンダーの自由」なしにはやっていけない」者たちだと言った。 

https://www.infowars.com/posts/exclusive-biological-weapons-expert-exposes-labs-in-ukraine-and-china-run-by-u-s-government/
https://www.infowars.com/posts/exclusive-biological-weapons-expert-exposes-labs-in-ukraine-and-china-run-by-u-s-government/
https://www.infowars.com/posts/putin-blames-western-ruling-elite-for-global-economic-problems/
https://www.infowars.com/posts/putin-blames-western-ruling-elite-for-global-economic-problems/


 

「どんな国民でも、ロシア人は特にそうだが、真の愛国者と、カスどもや裏切り者どもの

区別が常にできており、口に入った虫のようにペッと吐き出し、道路に吐き捨てるのだ」

と、プーチンは言った。 

 

「私は、このような自然で必要な、社会の自己デトックスは、我々の国と、我々の連帯感

を強化し、どんな困難にも立ち向かう、心構えを作り出すと確信している」と、彼は加え

て言った。 

 

ロシア大統領はまた、西洋人たちに直接呼びかけ、あなた方は主流といわれるメディアに、

この急騰するガス価格や、他の経済的な困難は、すべてプーチンの責任だと教えられてい

る、と言った。 

 

「私は、普通の西洋の人々にも聞いてほしい」とプーチンは言った。「あなた方はしょっち

ゅう、現在のこの困難は、ロシアの敵対行為の結果で、このロシアの脅威といわれるもの

に対抗するために、自分のポケットから支払わねばならない、と聞かされている。そのす

べてはウソである。」 

 

「真実は、何百万という西洋の人々の直面する問題は、あなた方のそれぞれの国の、支配

エリートによる、何年もの活動、彼らの間違いや、近視眼的な政策や野心の結果だという

ことだ。このエリートは、西洋の国々の彼らの市民たちの生活を、どう改善するかについ

て考えてはいないのだ。彼らは、自分自身の自己奉仕的な利益や、スーパー利益に取りつ

かれているのだ。」 

 

間違いなく、この同じエリートが、今や、彼らに対するプーチンの批判を取り上げて、自

分たちこそ、道徳的に高い立場にあるのだと主張するだろう。 

 

プーチンは今、あまりに完全に悪者にされているので、今彼は、政治体制があらゆる危機

や破局の罪を負わせる、神話的な人物、エマニュエル・ゴールドスタインになりつつある。 

 

  

 ［訳者 Greatchain 注］ 

 

 これはどこを読んでもよくできている――と思う。まず冒頭の「死体袋」のショットが

傑作である。そして、こういう卑怯なプロパガンダの手口は、CIA＝主流新聞（モッキ

ングバード）にしかできないことである。それをDouglas McGregor 大佐の詳しい戦局

の説明（予言は 1日後に実現した）や、プーチンのあけすけの西側への揶揄や、Francis 



Boyle博士の、「ナチス・アメリカ」の徹底的暴露などが、状況証拠として証明している。

すべての悪事が一つに収斂する。 

 

 プーチンは、「くびき」からの解放者として、ここまでのところ勝利した。それをやって

のけたのは、大国の指導者としては、世界で彼一人である。「くびき（軛）」の意味は、

説明するだけ野暮であろう。「西洋」だけでなく、日本に住むあなたも私も、これによっ

て、ほぼ、自由を奪われている。しかし、これを全く感じない人々、プーチンのいう「大

ウソ」が、ウソとわからない人々がいて、「この国は自由だ、ヘンなことを言う奴はひっ

とらえろ」と言う、ナチスのような人々が、日本にも存在する。この人たちが義勇軍と

して悪魔プーチンの征伐に立ち上がったが、これがとんでもない間違いだったことに、

今、気づいてほしいと思う。プーチン自身が、「それはあなた自身の利益にならない」と

言って、事あるごとに、懇切丁寧にたしなめている。例：「プーチン、ウクライナと

西側について語る：最近のスピーチからの鍵的な教訓」（RT、つながらない？） 

  

  


